
首
長
の
墳
墓
に
供
献
さ
れ
て
い
る
。

古
代
中
国
で
は
遷
都
や
戦
争
な
ど
国
の
命
運
に
か
か
わ
る
重
要
な
事
項

を
決
定
す
る
際
に
は
海
亀
の
甲
羅
を
用
い
て
占
い
が
行
わ
れ
た
。
列
島
内

き

ぼ
く

で
も
古
墳
時
代
に
は
亀
の
甲
羅
を
使
用
し
て
亀
卜
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

弥
生
時
代
に
は
鹿
の
骨
を
使
っ
た
占
い
が
あ
っ
た
（
神
沢
勇
一
「
弥
生
時

代
・
古
墳
時
代
お
よ
び
奈
良
時
代
の
卜
骨
・
卜
甲
に
つ
い
て
」『
駿
台
史
学
』

第
三
八
号
、
一
九
七
六
）。
ま
た
、
中
国
地
方
の
分
銅
形
土
製
品
や
東
日
本

の
円
板
形
土
製
品
は
護
符
の
よ
う
な
用
途
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ

の

他

の

道

具

弥
生
時
代
に
は
す
で
に
糸
で
織
っ
た
布
が
あ
っ
た
が
、

ぼ
う
す
い
し
ゃ

糸
を
紡
ぐ
道
具
に
紡
錘
車
（
図
２
―
４２
・
１０
）
が
あ
る
。

直
径
五
�
程
度
の
円
板
の
中
央
に
孔
を
開
け
、
そ
こ
に
棒
を
挿
し
た
道
具

よ

で
、
繊
維
に
縒
り
を
か
け
て
糸
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
吉
野
ケ
里
遺
跡

で
は
絹
・
麻
な
ど
の
繊
維
が
付
着
し
た
銅
剣
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の

あ
か
ね

絹
に
は
ア
カ
ニ
シ
を
材
料
と
し
た
貝
紫
や
ア
カ
ネ
ソ
ウ
を
使
用
し
た
茜
で

染
め
た
も
の
が
あ
る
（
前
田
雨
城
・
下
山
進
・
野
田
裕
子
「
吉
野
ケ
里
遺
跡

出
土
染
織
遺
物
の
染
色
鑑
定

科
学
調
査
に
つ
い
て
」
佐
賀
県
教
育
委
員
会

『
吉
野
ケ
里
遺
跡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
）。

三

集
落
と
墓
地

水
田
経
営
に
伴
う
水
田
の
開
発
や
灌
漑
施
設
の
設
置
、
更
に
は
稲
の
栽

培
に
は
共
同
作
業
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
弥
生
人
は
数
軒
を
単

位
と
し
た
集
落
を
営
む
。
こ
の
よ
う
な
数
軒
の
住
居
と
一
、
二
棟
の
倉
庫

か
ら
な
る
「
単
位
集
団
」
が
、
共
同
体
を
構
成
す
る
基
礎
単
位
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
近
藤
義
郎
「
共
同
体
と
単
位
集
団
」『
考
古
学
研
究
』
二
一
号
、

一
九
五
九
）。
弥
生
時
代
の
集
落
は
生
産
地
と
し
て
の
水
田
が
洪
水
な
ど

の
自
然
災
害
で
放
棄
さ
れ
る
か
又
は
戦
闘
行
為
で
破
壊
さ
れ
な
い
限
り
、

一
定
期
間
同
じ
場
所
に
継
続
す
る
傾
向
が
強
い
。
一
方
で
は
水
稲
耕
作
に

は
ま
っ
た
く
適
さ
な
い
地
形
に
立
地
す
る
集
落
も
あ
る
。

集

落

の

種
類
と
施
設

水
稲
耕
作
を
主
た
る
生
業
と
し
て
行
う
集
落
は
、
通
常

水
田
が
営
ま
れ
て
い
る
沖
積
地
や
扇
状
地
な
ど
の
周
辺

の
低
い
丘
陵
や
台
地
上
に
立
地
す
る
。

前
期
の
前
半
代
で
は
単
独
又
は
数
単
位
の
単
位
集
団
が
、
河
川
の
下
流

域
の
低
湿
潤
地
周
辺
に
散
在
し
て
小
集
落
を
営
む
こ
と
が
多
い
。
後
半
代

に
な
る
と
平
野
ご
と
に
拠
点
と
な
る
大
集
落
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
拠
点

集
落
と
周
辺
集
落
と
は
水
田
経
営
な
ど
の
生
産
活
動
を
通
し
て
密
接
に
結

び
つ
き
、
人
口
の
増
加
や
生
産
地
の
拡
大
に
伴
い
、
こ
の
集
団
か
ら
派
生

し
た
分
村
的
な
小
集
落
が
河
川
の
中
流
域
へ
進
出
し
て
い
く
。
拠
点
集
落

で
は
数
百
㍍
の
敷
地
に
数
十
軒
の
住
居
が
建
ち
並
び
、
一
〇
〇
人
以
上
の

人
口
を
抱
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

環
濠
集
落
（
図
２
―
４５
）
は
縄
文
時
代
終
末
の
夜
臼
式
の
時
期
の
例
が

福
岡
市
那
珂
遺
跡
や
福
岡
県
粕
屋
町
江
辻
遺
跡
で
調
査
さ
れ
て
い
る
。
江

辻
遺
跡
で
は
環
濠
内
部
の
中
央
に
大
型
建
物
と
高
床
倉
庫
が
建
て
ら
れ
、

そ
の
周
縁
部
に
松
菊
里
型
の
竪
穴
住
居
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
弥
生
時
代

前
期
初
頭
に
な
る
と
福
岡
市
板
付
遺
跡
の
よ
う
に
環
濠
で
囲
ま
れ
た
内
側
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に
貯
蔵
穴
な
ど
の
食
料
の
保
管
施
設
が
設
置
さ

れ
、
住
居
は
環
濠
内
に
は
作
ら
れ
な
い
こ
と
が
多

い
。
前
期
後
半
か
ら
中
期
に
な
る
と
吉
野
ケ
里
遺

跡
や
甘
木
市
平
塚
川
添
遺
跡
の
よ
う
な
拠
点
集
落

を
中
心
に
、
環
濠
を
何
重
に
も
め
ぐ
ら
す
集
落
が

増
加
し
て
く
る
。

ま
た
、
西
日
本
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
近
畿
地

方
で
、
中
期
中
ご
ろ
か
ら
後
期
に
か
け
て
高
地
性

し

う

集
落
が
展
開
す
る
。
高
地
性
集
落
は
香
川
県
紫
雲

で

や
ま

出
山
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
地
か
ら
数

十
㍍
以
上
の
高
い
丘
陵
や
山
の
上
に
営
ま
れ
る
比

較
的
小
規
模
な
集
落
で
あ
る
。
そ
の
性
格
は
軍
事

の
ろ
し

的
・
防
御
的
役
割
を
果
た
す
見
張
り
や
烽
火
を

使
っ
た
通
信
を
行
う
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
期
後
半
以
降
に
出
現
す
る
環
濠
集
落
や
高
地

性
集
落
は
、
当
時
の
社
会
的
な
緊
張
状
態
や
争
乱

を
反
映
し
た
集
落
で
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
海
岸
部
で
は
漁
労
・
製
塩

な
ど
の
生
業
や
海
上
交
通
に
関
わ
る
集
団
が
営
む

集
落
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
で
は
タ
コ
壷

や
製
塩
土
器
が
多
量
に
出
土
し
、
他
地
域
の
土
器

が
高
い
割
合
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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集
落
を
構
成
す
る
基
本
的
な
施
設
は
住
居
と
倉
庫
で
あ
り
、
他
に
道
具

を
生
産
す
る
工
房
や
祭
祀
の
た
め
の
建
物
・
井
戸
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

防
御
の
た
め
の
環
濠
を
集
落
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
す
場
合
も
あ
る
。

住
居
と
倉
庫

住
居
は
一
般
的
に
竪
穴
住
居
で
、
床
面
の
形
は
前
期
・

中
期
で
は
円
形
の
も
の
が
多
く
、
後
期
に
な
る
と
大
部

分
が
方
形
に
な
る
。
床
面
の
大
き
さ
は
直
径
又
は
一
辺
が
五
〜
六
㍍
の
も

の
が
標
準
的
で
、
一
軒
の
住
居
に
は
五
、
六
人
程
度
の
家
族
が
生
活
し
て

い
た
。
住
居
内
の
中
央
部
に
は
炉
が
作
ら
れ
、
床
面
が
円
形
の
住
居
で
は

柱
も
円
形
に
数
本
か
ら
十
数
本
め
ぐ
ら
さ
れ
る
。
北
部
九
州
の
前
期
の
住

居
に
は
炉
の
両
側
に
小
ピ
ッ
ト
を
伴
う
松
菊
里
型
と
呼
ば
れ
る
住
居
が
あ

る
。
後
期
の
方
形
竪
穴
住
居
で
は
、
中
央
の
炉
を
は
さ
ん
で
二
本
又
は
四

本
の
柱
が
左
右
対
称
に
配
置
さ
れ
、
入
り
口
の
壁
際
に
屋
内
土
壙
と
呼
ば

れ
る
小
竪
穴
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
壁
際
に
は
ベ
ッ
ド
状
遺
構

と
い
う
、
中
央
部
の
床
面
よ
り
一
段
高
い
方
形
の
作
り
出
し
を
伴
う
も
の

も
多
い
。
竪
穴
住
居
の
屋
根
は
切
妻
造
り
か
寄
棟
造
り
、
あ
る
い
は
原
始

的
な
入
母
屋
造
り
な
ど
各
種
あ
り
、
茅
葺
き
の
も
の
が
多
い
。
掘
立
柱
建

物
は
一
般
の
平
地
式
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
大
形
の
高
床
式
住
居

は
神
聖
な
空
間
か
又
は
地
域
集
団
を
統
括
す
る
首
長
の
住
居
と
し
て
、
地

域
の
拠
点
集
落
で
発
見
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
大
阪
府
池
上
曽
根
遺
跡
の

大
形
建
物
（
写
真
２
―
５
）
は
長
さ
約
一
九
・
三
㍍
、
幅
七
・
〇
㍍
で
、

約
一
三
五
平
方
㍍
の
床
面
積
を
も
つ
中
期
の
高
床
式
建
物
で
あ
る
。

食
料
を
貯
蔵
す
る
倉
庫
に
は
、
地
面
を
二
㍍
ほ
ど
掘
り
く
ぼ
め
た
袋
状

写真２―５ 池上曽根遺跡の復元大形建物（和泉市教育委員会所蔵）
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竪
穴
又
は
貯
蔵
穴
と
呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
る
。
貯
蔵
穴
は
中
国
で
は
す
で

に
初
期
の
水
稲
農
耕
集
落
で
み
ら
れ
る
が
、
列
島
内
で
も
弥
生
時
代
の
初

期
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
貯
蔵
穴
へ
食
料
を
貯
蔵
す
る
場
合
、
現
代
の

気
候
で
は
夏
季
の
高
温
・
高
湿
度
の
環
境
で
は
籾
は
発
芽
し
て
し
ま
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
（
井
上
裕
弘
・
藤
瀬
禎
博
「
袋
状
竪
穴
の
機
能
に
関

す
る
諸
問
題
」『
山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
七
集
、
福
岡

県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
）。
こ
の
た
め
、
稲
籾
又
は
脱
穀
し
た
米
の
保

管
庫
と
し
て
の
使
用
は
、
収
穫
後
の
冬
季
か
ら
春
季
に
限
定
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
貯
蔵
穴
に
は
米
以
外
に
も
堅
果
類
を
貯
蔵
し
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

貯
蔵
穴
の
床
面
に
は
直
径
二

〇
〜
三
〇
�
ほ
ど
の
浅
い
穴

が
あ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
が
、
京
都
府
温
江
遺
跡

の
調
査
例
（
京
都
府
遺
跡
調

査
概
報
第
３７
冊
、
京
都
府
埋

蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
�
、
一
九
九
〇
）
に
見

は
し

ご

る
よ
う
に
梯
子
を
固
定
す
る

た
め
の
施
設
と
考
え
ら
れ

る
。高

床
倉
庫
（
写
真
２
―
６
）

は
ア
ジ
ア
東
南
部
に
多
く
み
ら
れ
る
建
築
様
式
で
、
す
で
に
縄
文
時
代
中

期
か
ら
存
在
す
る
が
、
弥
生
時
代
の
食
料
保
管
庫
と
し
て
は
中
期
か
ら
普

及
し
始
め
る
建
物
で
あ
る
。
中
期
の
後
半
代
が
貯
蔵
穴
か
ら
高
床
倉
庫
へ

の
転
換
期
と
考
え
ら
れ
る
。

墓

地

の

種
類
と
施
設

弥
生
時
代
は
水
田
経
営
を
行
う
た
め
の
集
落
の
結
束
が

強
く
、
墓
地
は
基
本
的
に
集
落
が
所
属
す
る
共
同
体
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
所
に
集
団
墓
地
と
し
て
営
ま
れ
た
。
し
か
し
中
期

か
ら
後
期
に
向
か
っ
て
共
同
体
の
指
導
者
の
統
率
力
が
高
ま
り
、
隣
接
地

域
の
共
同
体
と
の
統
合
が
進
ん
で
く
る
と
、
そ
の
首
長
層
は
集
団
墓
地
と

は
別
に
独
自
の
墓
地
を
営
む
よ
う
に
な
る
。
北
部
九
州
で
は
中
期
前
半
か

ら
銅
鏡
や
武
器
・
玉
類
な
ど
を
豊
富
に
副
葬
す
る
墓
地
が
み
ら
れ
る
が
、

後
期
後
半
に
な
る
と
溝
で
区
画
し
た
方
形
周
溝
墓
や
、
盛
土
を
も
つ
墳
丘

墓
が
形
成
さ
れ
る
。
瀬
戸
内
の
吉
備
地
方
で
は
中
期
後
半
か
ら
台
状
墓
や

た
て
つ
き

墳
丘
墓
が
出
現
す
る
が
、
後
期
後
半
の
岡
山
県
倉
敷
市
楯
築
墳
丘
墓
は
円

丘
の
両
側
に
突
出
部
を
も
つ
形
態
を
な
し
、
墳
丘
は
全
長
八
〇
㍍
前
後
に

達
し
、
墳
丘
上
に
は
特
殊
器
台
形
土
器
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
特
殊

器
台
形
土
器
は
古
墳
時
代
の
円
筒
埴
輪
の
起
源
と
な
る
土
器
で
あ
る
。
日

本
海
沿
岸
の
出
雲
地
方
で
は
方
形
の
墳
丘
の
四
方
に
突
出
部
を
付
け
る
四

隅
突
出
型
の
墳
丘
墓
が
主
流
で
あ
り
、
近
畿
地
方
で
も
中
期
か
ら
方
形
周

溝
墓
が
営
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
西
日
本
の
各
地
の
首
長
層
は
、
所
属
す

る
広
域
の
共
同
体
が
創
造
し
た
個
性
的
な
特
定
集
団
墓
を
築
造
し
て
い

る
。
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2 3

1

4

5

0 2m

一
方
、
集
落
の
一
般
成
員
が
営
む
共
同
墓
地
は
、
集
落
に
や
や
近
い
別

の
丘
陵
上
な
ど
に
立
地
す
る
。
個
々
の
埋
葬
施
設
は
列
を
成
し
て
尾
根
筋

に
並
行
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
周
囲
の
斜
面
際
に
墓
前
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た

土
器
な
ど
を
廃
棄
し
た
祭
祀
遺
構
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
乳
幼
児

は
集
落
内
の
住
居
に
隣
接
し
た
場
所
に
葬
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

各

種

の

埋
葬
施
設

弥
生
時
代
の
埋
葬
施
設
に
は
土
壙
墓
・
木
棺
墓
・
石
蓋

土
壙
墓
・
箱
式
石
棺
墓
・
甕
棺
墓
な
ど
が
あ
る
（
図
２

―
４６
）。

土
壙
墓
や
木
棺
墓
は
各
地
で
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
埋
葬
施
設
で
あ
る
。

土
壙
墓
（
図
２
―
４６
・
３
）
は
地
面
を
素
掘
り
し
て
棺
と
し
た
も
の
で
、

木
の
板
で
蓋
を
し
た
も
の
も
多
い
。
木
棺
墓
（
同
・
５
）
は
素
掘
り
の
土

壙
の
中
に
木
の
板
を
箱
形
に
組
み
合
わ
せ
て
棺
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
西

日
本
で
は
後
期
に
な
る
と
首
長
層
の
墓
を
中
心
に
割
竹
形
木
棺
も
登
場
す

る
。石

蓋
土
壙
墓
・
箱
式
石
棺
墓
は
、
九
州
か
ら
山
口
県
地
域
で
前
期
か
ら

み
ら
れ
る
。
石
蓋
土
壙
墓
（
同
・
２
）
は
素
掘
り
の
土
壙
に
板
状
の
石
で

蓋
を
す
る
も
の
で
、
箱
式
石
棺
墓
（
同
・
１
）
は
蓋
と
四
周
の
壁
に
石
を

立
て
並
べ
て
棺
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

甕
棺
墓
（
同
・
４
）
は
北
部
九
州
で
前
期
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
墓
制

で
、
高
さ
一
㍍
に
達
す
る
よ
う
な
大
形
の
甕
を
単
独
又
は
二
つ
合
わ
せ
て

使
用
す
る
埋
葬
施
設
で
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
石
棺
墓
な
ど
の
上
に
大
き
な
石
を
載
せ
る
支
石
墓
と

図２―４６ 各種の埋葬施設
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呼
ば
れ
る
墓
制
が
あ
る
。
こ
れ
は
九
州
北
西
部
の
沿
岸
に
多
く
分
布
し
、

朝
鮮
半
島
の
無
文
土
器
文
化
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
墓
で
あ
る
。

四

ク
ニ
の
発
生
と
展
開

人
類
の
歴
史
で
、
農
耕
社
会
が
始
ま
り
比
較
的
安
定
し
た
食
糧
生
産
が

実
現
す
る
と
、
余
剰
生
産
物
が
蓄
積
さ
れ
て
く
る
。
人
は
こ
れ
を
奪
取
す

る
た
め
に
争
う
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
弥
生
時
代
の
社
会
に
お
い
て
も
前

期
の
初
頭
か
ら
食
料
を
保
管
し
た
貯
蔵
穴
を
守
る
た
め
に
周
囲
に
環
濠
を

め
ぐ
ら
す
例
が
多
々
あ
り
、
米
を
求
め
て
長
い
争
乱
の
時
代
が
続
く
こ
と

に
な
る
。

村

か

ら

ク

ニ

へ

先
に
も
簡
単
に
述
べ
た
と
お
り
、
弥
生
時
代
の
初
期
に

小
さ
な
共
同
体
と
し
て
出
発
し
た
小
集
落
は
、
前
期
後

半
に
な
る
と
、
よ
り
広
範
囲
の
水
田
経
営
を
行
う
た
め
に
大
規
模
な
拠
点

集
落
を
形
成
す
る
。
拠
点
集
落
は
大
き
な
平
野
の
中
で
は
数
�
の
距
離
を

隔
て
て
点
在
し
て
い
た
。
中
期
以
降
、
こ
の
よ
う
な
拠
点
集
落
の
う
ち
強

力
な
集
落
は
周
辺
地
域
の
集
落
を
統
合
し
て
い
き
、
つ
い
に
は
そ
の
平
野

全
域
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
地
域
ご
と
に
利

害
を
共
有
す
る
「
ク
ニ
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
集
団
が
誕
生
す
る
。
ク
ニ
を

統
括
す
る
首
長
は
地
域
内
の
各
集
落
に
所
属
す
る
一
般
の
人
々
か
ら
、
し

だ
い
に
か
け
離
れ
た
存
在
へ
と
変
貌
し
て
い
く
。

集
落
の
統
合
は
政
治
的
な
手
段
に
よ
り
平
和
裏
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
防
御
的
な
環
濠
集
落
が
存
在
す
る
こ
と
を
み
て
も
武

力
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
場
合

も
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
時
期
の
埋
葬
施
設
か
ら
は

矢
じ
り
や
剣
の
切
先
が
出
土
し

た
り
、
戦
闘
に
よ
っ
て
骨
格
の

一
部
を
損
傷
し
た
人
骨
、
更
に

頭
部
が
な
い
人
骨
が
発
見
さ
れ

る
場
合
さ
え
あ
る
（
写
真
２
―

７
）。紀

元
後
八
二
年
ご
ろ
に
後
漢

の
班
固
が
前
漢
の
歴
史
を
記
し

た
『
漢
書
地
理
誌
』
で
は
、
紀

元
前
一
世
紀
の
列
島
の
状
況
に

つ
い
て
「
夫
れ
楽
浪
海
中
に
倭
人
有
り
、
分
か
れ
て
百
余
国
と
為
る
。
歳

時
を
以
っ
て
来
り
献
見
す
と
云
ふ
」
と
あ
る
。
中
期
後
半
の
時
期
に
こ
れ

ら
の
ク
ニ
は
平
野
を
単
位
と
し
て
経
済
的
に
独
立
し
、
朝
鮮
半
島
の
楽
浪

郡
を
通
じ
て
漢
と
交
渉
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

倭
国
大
乱
と
卑
弥
呼

四
三
一
年
こ
ろ
南
朝
の
宋
の
范
曄
の
撰
に
な
る

『
後
漢
書
東
夷
伝
』
で
は
後
期
の
状
況
が
分
か

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
桓
・
霊
の
間
、
倭
国
大
い
に
乱
れ
、
更
々
相
攻
伐

し
、
歴
年
主
無
し
」
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
後
漢
の
十
一
代
桓
帝
・
十
二

代
霊
帝
が
在
位
中
の
二
世
紀
後
半
の
時
期
、
列
島
で
は
各
ク
ニ
の
間
で
争

第３章 弥 生 時 代

写真２―７ 頭部のない人骨（筑紫野市教育委員会所蔵）
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